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は じ め に

我が国において、２人に１人が生涯のうちにがんと診断され、３人に１人がが

んで亡くなると推計されるなど、がんは私たちにとって非常に身近な病気です。

がんの年齢調整死亡率（75歳未満）の低減を図るためには、避けられるがんを

防ぐとともに、定期的な検診の受診により可能な限り早期にがんを発見し、適切

な治療につなげることが重要です。

また、近年の診断技術や治療方法の進歩により、がんは不治の病ではなく「長

く付き合う病気」に変化しつつあります。このため、患者本位の医療の実現や、

がんと診断された時からの適切な緩和ケアの推進、さらには、社会全体で「がん」

に対する理解を深めることにより、がん患者やその家族が生活の質を損なうこと

なく、自分らしく生きられる社会を実現することが強く求められています。

このような中、第３期宮崎県がん対策推進計画では、本県におけるがん対策の

今後の推進方針を定めるとともに、県民の皆様に知っていただきたい情報を数多

く記載しております。是非、御一読いただき、改めてがんについて考えるきっか

けとしていただきたいと思います。

さらに、本計画の着実な推進のためには、市町村や保健医療関係者、事業者は

もとより、県民の皆様と一体となった取組が不可欠でありますので、御協力を賜

りますようお願い申し上げます。

最後に、計画の策定に当たり御尽力を賜りました宮崎県がん対策審議会委員の

皆様をはじめ、貴重な御意見をいただきました関係機関並びに県民の皆様に心か

ら感謝申し上げます。

平成30年３月

宮崎県知事 河野 俊嗣
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